
2 沖テクニカルレビュー
2003年1月／第193号Vol.70 No.1

グローバル化・オープン化・規制緩和などのビジネス

環境の急速な変化は，種々のビジネスパラダイムの変化

を生み出しました。これにより新たな市場の形成と従来

市場の衰退が繰り返されてきています。この傾向は新世

紀に入りますます著しさを増しております。混沌とした

このビジネス環境の中で，より安定した事業を求め，かつ，

成長していくことは今後企業にとってますます難しくな

ると言えるでしょう。

一方，インターネットに代表されるネットワーク技術や

コンピュータ技術などのIT技術は進展の一途をたどり（図

1参照），これからの企業にとって新たな，そして，強力

なビジネスインフラになると考えられます。すなわち，こ

れら新たなビジネスインフラをいかに高度に構築し利活用

するかが，市場をリードする大きな決め手となります。

この新たなビジネスインフラは，企業が必要とするビ

ジネスプロセス，バリューチェーンの各ステージで能率

的な手法と新たな価値を提供する可能性があります。こ

れらのステージには，激変するビジネス環境を予測し即

座に対応することを迫られる企業戦略決定のステージか

ら，より流動化・個性化する顧客ニーズを的確に把握し

なければならないマーケティングのステージなどが含ま

れます。これらあらゆるビジネスのステージで，この新

たなビジネスインフラにより必要な分析や対応などを自

動化することも可能になると考えられます。

過酷なビジネス環境の中で，これからの企業は，基幹

事業を成長させるために自らが持つコンピタンスを強化

しなければなりません。それと同時に，ビジネスのあら

ゆる局面でお客様に新たなビジネス価値を提供するために，

新しいビジネスインフラをいかに高度活用するかが，こ

れからの企業が生き残るための鍵となります。

しかし，ビジネスインフラの利活用を進めるために必

要な資源・技術などを自社内に確保しつつ，自社の基幹

事業強化することは非常に困難であると考えられます。ビ

ジネスインフラに人的資源などを過度に投入することは，

基幹事業に対し大きな負担となります。一方，高度なビ

ジネスインフラのミックスが基幹事業の大きな武器と考

えられる場合は，自社内でこれらビジネスインフラ技術

修得することが不可欠となりますが，日々高度に進化し

ていくビジネスインフラ最先端技術を自社内で全てカバー

することは，やはり大きな負担となります。

沖電気は通信情報システムの最先端ソリューションカ

ンパニーとして，従来から保有している各種基盤技術の

上に，ユニバーサルデザイン技術からカスタマ・コンタ

クト技術，カスタマ・リレーション・マネージメント技

術に到るさまざまなソリューション技術を加えて各種ビ

ジネスサービスソリューションを提供してまいりました。

これは，お客様が抱える，「基幹事業に専念しつつ，より

高度なビジネスインフラを入手する」という難問題を解

決するものです。

基幹事業とビジネスインフラへ注力するバランスはお

客様の基幹事業の特質により決定されるもので，そのバ

ランスの程度により，お客様へご提供するビジネスイン

フラのソリューションの内容は大きく変わると考えてお

ります。

お客様がもっぱら基幹業務に専念しなければならない

のならば，沖電気はお客様の基幹業務の特性に合ったビ

ジネスインフラをソリューションとして提供します。こ

のようなソリューションを提供するには，お客様の基幹

事業が抱える問題点を把握し，適切な解決方法を選択・

提案することが必須であると考えております。

また，お客様が基幹事業を推進する上で，お客様自ら

が新しいビジネスインフラ活用方法を開拓する必要があ

沖電気が提供するネットワークソリューション
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ると判断されるときもあるはずです。この場合においても，

沖電気は常に最先端であるソリューション技術・情報通

信ネットワーク技術をご提供し，お客様の持つ基幹事業

ノウハウと結集させて問題解決することをサポートいた

します。この場合は，お客様と密接なコラボレーション

が更に重要になると考えております。

いずれの場合でも，ソリューションの効果を評価し，そ

れにより新たな価値・新たなソリューション提案を継続

していくことが，お客様に満足していただける事業の真

の支えになると考えます。

今回，ユーザ事例特集として，沖電気のネットワーク

技術・コンピュータ技術の各種ソリューションが実際に

お客様にどのように使われているかを事例集としてご紹

介いたします。お客様方にとって，今後基幹事業に真に

資源を集中し磐石の態勢で望むことと各種ビジネスイン

フラを新たに創出し改良していくことは，激変するビジ

ネス環境に適応していくために必須のはずです。沖電気

は，ビジネス環境に応じて必要となるビジネスインフラ

のソリューションをお客様と協力して迅速にご提供いた

します。これは，お客様との密接なるコラボレーション

があって初めて可能であると沖電気は認識しております。

今回の特集はこのようなお客様とのコラボレーションの

一例を中心に構成しました。

今後とも複雑なビジネス環境の変化に際し迅速に皆様

方にこれらのソリューションをお届けできれば幸いと沖

電気は考えております。

ユーザ事例特集

（単位：10億円、百万ドル） 

（平成7年度市場規模を100とする） 
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図1 日米におけるIT産業市場規模の変遷

（平成14年度総務省情報通信白書より）


